
　『ひろしま市民の里＠安佐』では、いつでもだれでも自由に参加して農林業や農村文化などを身をもって体験することで、
「食」と「農」や「農村」、さらに「自然環境保全」の大切さについての理解を図っています。
○参加費…無料　　○申込方法…随時、活動日に現地にお越しください。
○服装など…作業ができる服装で、弁当やお茶などはご持参ください。

■問水産部　
　栽培漁業課（☎277-6609）

■問農林体験推進課　農林体験係（☎845-4348）

■問農林体験推進課　市民園芸推進係（☎845-4347）

今年度から当財団では次の事業を新たにスタートさせます 
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　アイナメは岩礁域や砂利底に生息している魚で、かつては広島湾でも刺網や釣
りによって多く漁獲されていましたが、近年は漁獲量が減少しています。アイナ
メの放流用種苗を安定的に生産するために、平成23年度から水産振興センター
で種苗生産試験を始め、今後種苗を放流することで広島湾の資源復活を図ります。

＜アイナメはこんな魚＞
　カサゴ目アイナメ科の魚で、脂肪分が多い白身の肉はさまざまな料理法で楽しめます。
　12月から１月頃に卵からふ化し、藻場や岩礁のまわりを活発に泳ぎ回りますが、ある
程度大きくなると底生生活に移り、ほとんど移動しなくなります。

　元気な農村づくりを応援いただける方を登録し、講習会などの講師として紹
介する仕組みを新たにつくります。農村に関する下記のような技術や知識をお
持ちの方は、是非ご登録ください。
・農林業（例：剪定・伐採、水稲・野菜・しいたけ栽培など）　
・郷土文化（例：わら細工、木工・竹細工など）
・農林産物加工（例：漬物、みそ、そば、うどん、こんにゃくなど）
・里山利用（例：山菜採り、きのこ採りなど）

　活動内容
　①山地や荒廃地を水田や畑に復元し、稲や野菜を栽培
　②収穫物の加工や試食
　③里山整備や自然観察　など
　活動時間
　10:00～15:00
　※７月15日から８月31日までは9:00～12:00
　定 休 日　水曜日（水曜日が祝日の場合は翌日）
　　　　　　12月29日～１月３日
　活動場所　広島市安佐北区久地・毛木地区

あっと あ　さ

財団法人 広島市農林水産振興センター
Hiroshima City Agriculture,Forestry and Fisheries promotion Center

〒739-1751   広島市安佐北区深川八丁目30番12号
TEL(082)845-4770　FAX(082)842-2149
http://www.hiroins-net.ne.jp/hiroagri/
◆個人情報に関する方針◆
　皆様から提供していただいた個人情報は、当財団において
適正な管理のもと財団の活動の範囲内において保存、利用い
たします。
　なお、個人情報の第三者への提供については、法令に基づ
く場合、本人の同意があった場合、その他特別の理由のある
場合を除き、提供された目的以外の用途又は提供された目的
を超えて第三者に提供いたしません。
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　市民体験農園で管理指導を行う管理指導者３期生４名の研修がスタートしました。
　１年後は、市民に野菜づくりの楽しさを伝えることができるよう、日々の研修に
熱心に取り組んでいます。

　６期生はＡコース（４名）と実技充実のＢコース
（８名）の計12名で研修がスタートしました。
　栽培技術を体得するため熱心に受講しています。

　７期生７名が研修をスタートしました。
　研修日には、開始前からほ場を巡回して生育状況を
観察するなど、熱心に取り組む姿が見受けられます。
１年後の就農が楽しみです。

担い手研修スタート!

■問農林体験推進課　市民園芸推進係（☎845-4347）

■問農業振興課　担い手育成係（☎842-4421）

　“ひろしま活力農業”経営者育成事業、“チャレンジ”女性農業者育成事業、「スロー
ライフで夢づくり」定年就農者育成事業、ふるさと帰農支援事業及び広島市市民体験
農園開園推進事業の合同開講式が４月６日に行われ、広島市の農業の多様な担い手を
育成する研修がスタートしました。

　４月から、13期生の桑原晋一さん、山本真也さんが、安佐南区沼田町で
実地研修を開始しました。
　また、14期生の畑山真太郎さん、宮脇啓造さんが、農業振興センター
ほ場で一年目の基礎研修を開始しています。

　２期生７名の研修生を迎えてス
タートしています。自宅でも早速、
研修の成果を実践しているとか。家
事・育児等と両立させながら、研修
を受講してがんばっています。

“チャレンジ”女性農業者育成事業

「スローライフで夢づくり」
定年就農者育成事業

ふるさと
帰農支援事業

市民体験農園開園推進事業

畑山さん 宮脇さん

“ひろしま活力農業”経営者育成事業
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super
market

生　産

消　費

流　通“ひろしまそだち”
地産地消協力店

“ひろしまそだち”
野菜アドバイザー

広島市食農
コーディネーター

“ひろしまそだち”
地産地消サポーター

新鮮、安心
おいしい
産品の生産

地元産品の積極的な
販売、利用

地元産品の
積極的な購入

R

カキ養殖を支える採苗調査

地産地消の輪が
広がっています

“ひろしまそだち”マーク認知度調査結果

　水産振興センターでは、カキ養殖で重要なウエイトを占める「採
苗」が円滑に進むように、広島湾等で定期的な調査を行ってタイム
リーな情報を発信しています。

【幼生調査】
　プランクトン採取用のネットでカキの幼生を捕え、顕微鏡を使っ
て観察します。幼生の大きさや数を調べることで、どこでどの程度
の大きさの幼生が海水中を漂っているのかを把握し、採苗のタイミ
ングを予測します。

【種
たね

見
み

調査】
　実際に採苗に使用するホタテの貝殻を海中に沈め、どこでどの程
度の稚貝が付着しているかを調査し、カキの稚貝の付着状況を把握
します。

　平成23年３月に消費者を対象に市内４店舗の小売店で行っ
た調査の結果、前年度より15ポイント認知度が向上しました。

市民の「食」と「農」の理解促
進のため、栽培から食べるとこ
ろまで一貫した農業体験等を企
画・運営する市民ボランティア

“ひろしまそだち”マークを見たこ
とがありますか

“ひろしまそだち”マークのつい
た農林水産物をこの一年間に購入
したことがありますか

は　い
いいえ

は　い
いいえ
わからない

生産と消費を結び付ける懸け橋
として、積極的に“ひろしまそ
だち”産品を販売・利用する小
売店や飲食店

　本センターでは、“ひろしまそだち”産品を
通じた地産地消の輪を広げるため、

○広島市食農コーディネーターや“ひろしまそ
だち”野菜アドバイザーの育成・支援

○“ひろしまそだち”地産地消協力店や“ひろし
まそだち”地産地消サポーターの募集・登録

などを行い、117万人の市民をはじめ多くの消
費者へ啓発を行っています。

採苗の様子
カキの稚貝を採る採苗連（ホタテの
殻を重ねたもの）を垂下しています。

付着したカキの稚貝
（約0.3ｍｍ）

R

広島市食農
コーディネーター

“ひろしまそだち”
地産地消協力店

“ひろしまそだち”産品の食べ
方や旬、産地の情報を消費者に
情報提供する料理研究家等

“ひろしまそだち”産品の利用を
通じて地産地消を応援する市民

“ひろしまそだち”
野菜アドバイザ－

“ひろしまそだち”
地産地消サポーター

■問水産部普及指導課（☎277-6609)

■問農林体験推進課　市民園芸推進係（☎845-4347)

23% 29%

68%３%77%
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イ ベ ン ト 情 報
花みどり公園

平成23年 ９月 18日㈰ 秋の庭木管理
平成23年 11月 ６日㈰ 果樹の剪定
平成23年 11月 13日㈰ 冬の庭木管理

　地産地消と都市農村交流の推進を図るため、「ひろ
しま朝市」を開催しています。
　市内の農林漁業者が自ら生産した産品や、それを利
用した加工品などを販売する出店者を募集しています。

と　き：毎週日曜日午前８時15分から10時頃まで
ところ：平和大通り南側緑地帯（中区富士見町）

　森林づくりの大切さや木材の利用について理解を深
めるため、ひろしま「森の市」を11月３日（木・祝）に
開催することにしています。
　森林づくりに関わる団体の活動紹介、テーブルなど
の木製品やシイタケなどの森の産品の展示・即売を行
います。

「ひろしま朝市」出店者募集中 ひろしま「森の市」

広島市水産振興センター

７月のテーマ：チリメンモンスター
開 催 日：平成23年７月17日（日）
対 象：小学校３～６年生とその保護者
開催時間等：13時～15時。先着30名。無料
申込み･問合せ：７月１日(金)から電話、ＦＡＸ又は水産振興
センターのホームページ（http://www.suisansc.or.jp/）
から同センターへ。定員に達し次第締め切り。
　定員に満たない場合は当日参加も可。

※「海辺の教室」はテーマを替えて毎月第３日曜日に
　開催しています。
 ８月 プランクトン
 ９月 シジミ漁業
 10月 海の珍味
 11月 刺網等
 12月 カキ養殖
 １月 カキ養殖
 ２月 魚の年齢
 ３月 魚のおろし方

■海辺の教室 ■みどりづくり講座

問 花みどり公園（☎837-1247）問 水産部　普及指導課（☎277-6609・Fax 278-0632）

問 農林体験推進課　市民園芸推進係（☎845-4347） 問 農林体験推進課　農林体験係（☎845-4348）

平成23年 ７月24日、８月７日㈰
親子でブルーベリージャム作り
平成23年 12月４日、18日㈰
熱帯果樹の観察とマーマレード作り
平成23年 12月11日㈰しめ縄作り
平成24年 ３月11日㈰
熱帯果樹の観察とコーヒーの試飲

平成23年 11月 20日㈰ シャクナゲの植付と種蒔き
平成24年 ３月 ４日㈰ シャクナゲの接ぎ木
※詳細は花みどり公園のホームページ
　（http://www.hiroins-net.ne.jp/hanamidori/）に
　掲載します。

平成23年 10月９日㈰　秋のガーデニング

■シャクナゲ講座

■はなづくり講座

■食農体験教室

熱帯果樹温室のオオミノ
レモンを収穫してマーマ
レードを作ってみよう!

チリメンジャコに混じっている他
の生物（チリメンモンスター）を
探してみよう!

朝市の様子

森林公園での開催風景
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